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技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　 　　　（該当分類に〇を付記）

　火山の火口近傍や火山性地盤が分布する山地源頭部では、降水や地震による液状化を原因とする地
盤表層部の高含水率化により、表面流・浸透流の発生と脆弱化による崩壊の発生が懸念される。特に火
山の場合、噴火後の土石流の発生原因の一つとして、降灰による地表面の浸透能低下とそれに伴う表面
流の発生の関連が報告されている。浸透能の低下には、火山灰の粒径・粒度，形状，密度，含水率など
の物理特性や化学組成が関係すると考えられている。これらの特性をいち早く掴むことで、発生する土石
流の規模や時期の予測に役立てることができる。しかしながら、従来の観測方法のみではこれらの特性
を災害直後の現場で把握するのは難しい。そこで、国や自治体が行う緊急調査をバックアップする観点か
ら、他分野でも活用が活発化されているスペクトル計測法に着目し、当該技術の開発を進めている。

　本手法を用いると、肉眼では識別できない光の波長情報を用い、非接触で対象物の物理特性や化学組
成を調べることができる。ハイパースペクトルとは、数１０～100バンド以上に分光されたスペクトルのこと
を指す。ハイパースペクトルカメラは、多数のスペクトルデータを画像１ピクセルごとに取得する。換言する
と、２次元の位置情報と多バンド毎のスペクトル情報を同時に取得できる。肉眼や通常使用するRGBカメ
ラ（デジタルカメラ）では可視光領域の赤・青・緑の３バンドしか認識できないが、ハイパースペクトルでは
数十倍の波長情報を得られ、これらで捉えられない情報を認識化・可視化し，対象物の状態や構造の解
析に適用することができる。
　本技術開発では、ハイパースペクトルカメラを用いた火山性土壌の物性値の取得方法について実効性
の検証を行うとともに、野外調査への活用方法について検討を進めてきた。

１．技術開発の背景及び契機

技 術 概 要 書　（様式）

３．技術の効果

　ハイパースペクトルカメラを用いて火山性土壌物性値を取得する方法の実効性検証については、室内
実験・野外実験を行い、基礎的な有効性を確認した。室内実験では、天然の火山灰試料のほか人工調整
試料も用いて検証を行い、測定対象物の組成，粒径・粒度の違いとスペクトル特性の連関を確認してい
る。特に、土壌試料の含水比の変化は、水分子基準振動に由来する特定波長の吸収特性を示すスペクト
ルパターンと連関することから、状態変化の可視化を可能とする。ハイパースペクトルカメラによるタイム
ラプス撮影やマルチスペクトルビデオカメラの動画撮影により、含水率変化に伴う土壌表層の状態変化を
捉えることができ、表層崩壊・土石流発生の予測情報提供に役立てることができる。

４．技術の適用範囲

　現在の主な技術的課題として、スペクトルデータの可視化における解析技術精度と、原理的に不能な降
雨時撮影への対応がある。特に野外撮影では、太陽光の入射角度、雲量による光量の変化などに対応
しつつ、計測から得られるスペクトル反射吸収特性の要因識別のため、AI等による解析が必要である。そ
の検討を進めるため、必要な教師データ等の取得を行っている。降雨時の計測は、降雨そのものが水の
分子運動として捉えられてしまうため、降雨の瞬間を外した撮影を行うか、水分子運動の影響ないバンド
やバックグラウンドなど他の波長情報を利用する等の工夫が必要である。
　なお現在、UAVへのカメラの搭載、リアルタイム画像解析について技術検討を進めており、将来的には
航空写真撮影やレーザー光による微地形解析結果と照合させ、より有効な防災情報の提供を目指してい
る。

２．技術の内容

５．活用実績



６．写真・図・表
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